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懸賞論文
受賞作発表！

　つらい医療現場であっても、喜怒哀楽を分かちあえる同僚がいるおか
げで働き続けることができている看護師は多いようです。しかし、相手が「同
僚」だからこそ生じてしまうストレスもありますね。
　昨年から、「同僚ストレス」をテーマに募集していた懸賞論文に、現役看
護師、管理職、看護教員といったさまざまな立場の方から多くのご応募を
いただきました。ついに受賞作の発表です。副賞 3作＋佳作 3作、大
賞なし。
　あなたは、「同僚ストレス」とどうつきあいますか？

わたしは「同僚ストレス」とこうやってつきあう
［論文テーマ］

副賞
「ありがたい、ありがたい」と
魔法の言葉を唱えます
流　聡子（仮名）

私は、素敵な「自己中」に
生まれ変わる
りえぽんぬ。（仮名）

私が受けた「悪意」と、
与えた「ストレス」
匿名希望

佳作
原因は、「観」違いですよ
月田雅史

看護の原点に支えられて30年
矢田チヱ子

教育現場にひそむ
「同僚ストレス」
匿名希望
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